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2026年度（令和 8度）学校評価自己評価表  
 
 
Ⅰ 福山市 

 
 
 
 Ⅱ 中学校区 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

                                               

城南中学校区 校番 ３８ 福山市立多治米学校 
   

 最終更新日 ２０２６年（令和 ８年）４月１７日 

 

福山市立         学校 

 

児童生徒の現状 

・「自ら考え、決めて、選ぶ」ことが多く

の児童生徒に定着している。 

・知識、技能の定着に課題がある。 

・授業への姿勢や、家庭での過ごし方

など、学習基盤になる部分の改善が求

められる。 

 

育成する 

資質・能力 
・自己を認識する力  ・自分の人生を選択する力  ・表現する力 

 

めざすこども像 

(義務教育修了時の姿) 

・ 自分が打ち込めることを見つけ、目標に向かって一生懸命取り組む児童生徒の育成 

・ 地域から学び、社会に貢献する児童生徒の育成 

 

中学校区として 
統一した取組等 

・ 学習指導要領に立ち返り、知識・技能の定着にこだわった授業づくりを各学校で実践す

る。 

・ 総合的な学習の時間や、特別活動を中心として地域と協働した教育内容を実践する。 

 

 

現 状 

＜児童生徒＞ 

・多くの児童が「学校が楽しい」と感じ、授業中に言葉の意味を考えながら学習を進

めている。（児童アンケート９２％） 

・勉強の計画を立てたり、振り返り・見通しをもって学習を進めたりすることに課題が

ある。 

・自分が住んでいる地域が好きだと感じている児童は多いが、実際に地域の方と交

流する機会は少ない。（児童アンケート９２％、２８％） 

 

＜授業＞ 

・全国学力・学習状況調査の結果から見えてきた全ての教科等における学習の基盤

である数や言葉にこだわった授業づくりを行っている。 

・授業や様々な教育活動に「書く活動」を取り入れ、書くことへの意欲を高めている。 

・学習内容の定着を図るために、繰り返しによる分散学習機会を充実させる必要が

ある。 

 

育成する 

資質・能力 

・自己理解力 

・自己選択、自己決定力 

・表現する力 

めざす 

こども像 
 

・自分が興味・関心のあることや自分のよさ、課題など、自分のことが分かる 
こども 

 
・自分の思いや考えをもとに、選択したり、決定したりするなど、主体的に行動で
きるこども 

 
・試行錯誤しながら、粘り強くチャレンジするこども 
 
・自分の思いや考えを、自分に合った方法で表現できるこども 

   

研究 

テーマ こどもとともに創り出す「深い学び」の創造～１人１人の学びを促す教師の役割～ 

内容等 

○授業づくり・・・学習指導要領をもとに学ぶべき内容、育むべき資質・能力の明確化 

○授業・・・児童１人１人が「わかった」「できた」と実感できる授業 

○学力定着基盤づくり・・・教育活動を通して、基礎学力の定着 

めざす授業の姿 

・付けたい力を明確にして一人一人に確実に力をつける授業 

・「わからなかったことがわかるようになった」「できなかったことができるようになった」と実感

できる授業 

・体験的な学びのある授業 

・自分の考えをもって友達と交流することで考えを深めていく授業 

 

前年度学校運営協議会 
（学校関係者評価）の主な内容 

・こども達の主体性や多様性を表現す

る場が設定されており、教職員のサポ

ートが適切に行われている。 

・生徒自身が考え、決めて、選ぶことを

大切にしていることが伝わる。 

・学校と家庭、地域と家庭のつながりに

課題がある。 

 

学校教育目標 
 

自ら考え学び合い 挑戦し続ける子 

 

Ⅲ 自 校 

すべてのこどもたちが、自分自身の成長を実感できる学校教育の実現 めざす姿 
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年 
目 

中期経営目標 
重 
点 

分 
類 

短期経営目標 
目標達成に 
向けた取組 

評価指標 

中間評価(10月１日) 最終評価(２月末) 

□指標に係る 
取組状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

改善方策 

□指標に係る 
取組状況 
◎短期(中期)経営 
目標の達成状況 

プロセス 
評価 

達成 
評価 

総合 
評価 

改善方策 

 

 

 

２ 

 

 

主体的・対話

的に共に学び

合う力の育成 

★ 

継

続 

・「わからなかった

ことがわかるよう

になった」「できな

かったことができ

るようになった」と

実感できる授業を

こどもと共に創る

教職員を育成す

る。 

①学習指導要領をもと

に学ぶべき内容を明

確にしたり、児童が

つまずくポイントや教

師児童ともにこだわ

るべき言葉や数につ

いて明らかにしたり

する。 
 

 

②確かな「見通し」と

丁寧な「見取り」を

意識し、帯タイムや適

応問題等を通して、

授業改善を図る。 

  

①児童アンケート 

「わからなかったことがわ

かるようになったり、できな

かったことができるように

なったりしましたか」 

肯定的回答８０％以上 

①教職員アンケート 

「児童のつまずきを意識

し、授業改善しているか」 

肯定的回答８０％以上 

 

②教職員アンケート 

「ぐんぐんタイムに確実に

取り組み、評価テストを行

ったか」 

肯定的回答８０％以上 

 

②標準学力調査（２～５年）
単元末知識技能（１・６
年） ４０％未満の児童を
５ポイント増やす。 

         

 

 

 

 

２ 

自分や友達を

大切にする児

童の育成 

 

継

続 

・児童自らが、気

づき、考え、友達

との関わりを大

切にする児童を

育成する。 

（学級活動・児童会

活動） 

①各委員会で児童

が主体となり、友
達との関わりの中
で委員会活動を

進める。 
 

②学級活動や休憩

時間に児童同士
の関わりをもつ場
を２週間に１回以

上設定する。 
 

③学級活動等の時

間を中心に、一人
一人のよさを認

め合える時間・場
を設定する。 

①児童アンケート 

「友達を大切にしてい
る」 

肯定的回答80％以上 
 
 

②児童アンケート 

「自分にはよいところ
がある」 

肯定的回答80％以上 

 

 

③教職員アンケート 

「学級活動・委員会活
動等で児童の成長や
友達との関わりの良さ
を認めている」 

肯定的回答80％以上 

         

Ⅳ 目標・取組及び評価指標等の設定と評価  
福山市立多治米小学校 
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２ 

自分の心や体

に関心をもち、

運動したり生

活習慣を見直

したりする児

童の育成 

 

継

続 

・自分の生活や体

力を振り返り、

自己の課題に

ついて改善しよ

うとする児童を

育成する。 

①あらゆる運動に親し

む機会を保障するた

めの取組を２ケ月に

１回以上行う。 

 

②児童が運動の習慣

化を意識する取組と

して、学期に１回、運

動強化週間を設け

る。 

 

③児童の生活習慣の

実態を把握し、給食

指導やミニ保健等を

活用して生活習慣に

関する指導を学期に

1回は実施する。 

 

④学期に１回強化週間

を設け、自己の生活

習慣について振り返

りを行う。 

①児童アンケート 

「平日週３日以上、運
動を楽しんでいる」 
肯定的回答 80％以上 

 
 
②委員会活動で児童が
運動に親しむ場を学

期に１回以上設定す
る。 

 

 
③児童アンケート 
「生活習慣７つの目

標のうち、保健・食に
関する３つの項目を２
つ以上達成した」 

肯定的回答80％以上 
 
④学期に１回以上、栄養教

諭、養護教諭と連携した
指導を実施する。 

 

         

 

 

 

３ 

教職員が健康

で、自らの個

性を発揮し、

笑顔で勤務で

きる学校の実

現  

見

直

し 

・教職員の業務の

適正、健康確保

を図り、授業の

質を高める。 

 

・自らの「好き」や

「強み」を理解

し、自ら目標を

立て挑戦する教

職員を育成す

る。 

①業務内容、健康

状態について、調

査をしたり改善策

を考えたりして、

授業準備の時間

を確保する。 
 

②自分の好きや強

み「One Smile」

を教職員で共有

し、それぞれの強

みが組織の強み

となるよう研修を

実施する。 

①在校時間から勤務時間   

 をのぞいた時間が年間 

360 時間以内の教職員

を60％以上 

 

 

②教職員アンケート 

「One Smileを自分の

好き・強みとして意識し

ている」 

肯定的回答80％以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

［プロセス評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
取組の目的に対する共通理解が顕著に認められ，状況の変化，問
題が生じた際は，協同的な課題解決が十分に図られた。 

４ 
取組の目的に対する共通理解が認められ，状況の変化，問題が生
じた際は，協同的な課題解決が概ね図られた。 

３ 
取組の目的に対する共通理解が一定程度認められ，状況の変化，
問題が生じた際は，協同的な課題解決がある程度図られた。 

２ 
取組の目的に対する共通理解が認められ難く，状況の変化，問題
が生じた際の協同的な課題解決があまり図られなかった。 

１ 
取組の目的に対する共通理解が認められず，状況の変化，問題が
生じた際の協同的な課題解決が図られなかった。 

 

［達成評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
目標を大幅に達成し，十分な成果をあげ
た。 

４ 
目標を概ね達成し，望ましい成果をあげ
た。 

３ 
目標をある程度達成し，一定の成果をあげ
た。 

２ 
目標を下回り，成果よりも課題が多かっ
た。 

１ 
目標を大きく下回り，成果が認められな
かった。 

 

 

［総合評価の評価基準］ 

評点 評価基準 

５ 
１００％以上の達成
度 

十分に目標を達成できた。 

４ 
８０％以上１００％未満
の達成度 

概ね目標を達成できた。 

３ 
６０％以上８０％未満
の達成度 

ある程度目標を達成できた。 

２ 
４０％以上６０％未満
の達成度 

あまり目標を達成できなかった。 

１ 
４０％未満の達成
度 

目標を達成できなかった。 

 


